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現
在
の
関
大
前
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
長
さ
は
、
二
ハ
二

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
長
さ
は
、
二
代
目
大
学
前
駅
に
、

一

両
が
十
五
メ
ー
ト
ル
余
り
の
、
マ
ッ
チ
箱
(
一
O
系
P
形
車
両
)

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
た
、

三
両
編
成
の
電
車
が
停
車
し
て

い
た
頃
の
、
三
倍
以
上
の
長
さ
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
初
代
・

二
代
目
の
大
学
前
駅
は
、
直
線
の
線
路
沿
い
に
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
関
大
前
駅
は
二
代
目
よ
り
、
更
に
、
淡
路
方
向
に
寄
せ

て
造
ら
れ
て
い
る
の
で
、
駅
は
全
体
的
に
曲
線
沿
い
に
あ
り
、

そ
の
為
に
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
九

O
%近
く
が
湾
曲
し
て
い

て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
淡
路
寄
り
の
先
端
三
0
メ
ー
ト
ル
先

は
、
も
う
、
元
花
壇
町
駅
跡
で
あ
る
。

こ
の
駅
の
主
な
利
用
者
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
「
関
大
生
」

で
あ
り
、
大
学
の
授
業
が
あ
る
日
に
は
、
一
日
、
三
万
五
千

1

八
千
人
の
乗
降
人
員
が
あ
る
が
、
大
学
が
休
暇
に
入
る
と
乗
降

人
員
は
、
一
挙
に
落
ち
込
み
、
こ
の
三
分
の
一
に
減
る
様
だ
。

ち
な
み
に
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
校
生
は
約

二
四
、

0
0
0人
(
内
、
女
子
は
約
九
、

0
0
0人
)
で
あ
り
、

付
属
の
第
一
高
等
学
校
に
は
約
て
三
五

O
人
、
又
、
第
一
中

学
校
に
は
約
七
六

O
人
の
生
徒
が
在
校
し
て
い
る
の
だ
が
、
駅

の
乗
降
人
員
か
ら
推
測
す
る
と
、
大
学
生
は
、
毎
日
、
約
半
数

程
度
し
か
登
校
し
て
い
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
一

尚
、
大
阪
府
統
計
年
鑑
(
平
成
十
七
年
版
)
に
よ
る
と
、
平
成
れ

十
六
年
度
の
、
関
大
前
駅
及
び
千
里
山
駅
の
交
通
量
調
査
一

に
基
ず
く
乗
降
人
員
は
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

関
大
前
駅
乗
降
人
員
三
五
、
一
一

O
人

千
里
山
駅
乗
降
人
員
一
四
、
九

O
八
人

ー
四
五

0
メ
ー
ト
ル
!

こ
れ
は
、
関
大
前
駅
か
ら
関
西
大
学
正
門
前
に
至
る
通
り
の
、

お
お
よ
そ
の
長
さ
で
あ
る
。
こ
の
長
さ
は
吹
田
市
随
一
の
旭
商

庖
街
に
匹
敵
す
る
。

関
西
大
学
の
校
友
向
け
刊
行
物
を
見
る
と
、

こ
の
通
り
の
事



を
〔
関
大
前
通
り
〕
と
称
し
て
い
る
。
さ
れ
ど
、
こ
の
通
り
に

は
、
そ
の
様
な
表
示
は
ど
こ
に
も
な
く
、
文
、
地
元
の
人
達
も
、

昔
か
ら
、
通
称
と
し
て
も
、
そ
の
様
に
は
呼
ん
で
い
な
い
。

こ
の
様
に
、
大
学
と
地
元
の
間
に
温
度
差
の
あ
る
、
こ
の
通

り
で
あ
る
が
、
大
皐
前
駅
時
代
に
は
、
ま
だ
、
多
く
の
空
き
地

が
残
る
住
宅
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
西
大
学
が
新
学
部
と

新
学
科
を
次
々
と
開
設
し
て
、
学
生
数
が
増
え
る
に
従
い
、
空

き
地
に
は
庖
舗
が
建
て
ら
れ
、
文
、
従
来
か
ら
あ
る
住
宅
も
徐
々

に
庖
舗
へ
と
造
り
替
え
ら
れ
る
に
お
よ
び
、
こ
の
地
域
は
、
遂

に
、
住
居
地
域
か
ら
近
隣
商
業
地
域
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
今
や
、
こ
の
通
り
は
、
一
階
が
商
庖
、

二
階
以
上

が
住
居
，
又
は
、
ワ
ン
ル

1
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
言
っ
た
建
物

が
立
ち
並
ぶ
街
並
み
と
な
り
、
夜
は
大
学
二
部
(
夜
間
)
の
講
義

が
終
了
後
の
、
午
後
十
一
時
頃
ま
で
明
か
り
の
灯
る
、
関
西
大

学
の
門
前
通
り
と
化
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
街
並
み
の
こ
の
通
り
に
は
、
現
在
、
飲
食
業
H
三

十
八
、
娯
楽
関
係
施
設
H
十
四
、
不
動
産
斡
旋
業
H
十
、
携
帯
電

話
代
理
庖
・
美
容
院
u各
四
、
コ
ン
ビ
ニ
・
書
籍
庖
・

D
P
E

庄
日
各
三
、
理
容
庖
・
歯
科
医
院
・
薬
局
・
コ
ピ

l
専
門
庖
・

整
骨
院
u各
二
、
文
具
庖
・
酒
販
庖
日
各
て
な
ど
の
庄
が
並
ん

で
お
り
、
こ
れ
ら
の
庖
舗
の
内
、
二
階
以
上
が
ワ
ン
ル
!
ム
・

な
案
内
板
が
六
枚
立
て
ら
れ
て
い
た
。

「
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
回

国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
」
・
「
T
O
E
I
C
試
験
会
場
」
・
「
中
国

語
検
定
試
験
会
場
」
・
「
独
検
定
試
験
会
場
」
・
「
色
彩
検
定
試
験

会
場
」
・
「
関
関
同
立
学
力
判
定
模
試
会
場
」
等
で
あ
っ
た
。

尚
、
資
格
試
験
な
ど
が
あ
る
日
に
は
、
資
格
講
座
を
開
設
し

て
い
る
会
社
が
、
挙
っ
て
回
答
速
報
を
配
布
し
、
講
座
へ
の
受

講
者
の
勧
誘
を
し
て
お
り
、
賑
や
か
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
、

五
月
蝿
い
位
で
あ
る
。

又
、
そ
の
様
な
日
に
は
、
関
大
前
駅
で
も
臨
時
の
乗
車
券
売

り
場
を
聞
き
、
乗
客
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

ー
散
歩
道
|

元
千
里
山
遊
園
地
を
含
む
関
西
大
学
の
構
内
は
、
緑
が
豊
な

ば
か
り
で
な
く
、
蝋
梅
・
白
木
蓮
・
桜
・
鴛
・
つ
つ
じ
・
若
葉
・

せ
み
時
雨
・
金
木
犀
・
銀
杏
・
黄
葉
・
紅
葉
・
百
舌
・
山
茶
花

と
季
節
感
を
楽
し
め
、
そ
の
上
、
適
当
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ

り
、
早
朝
だ
と
車
の
往
き
来
の
心
配
が
な
い
の
で
、
近
隣
住
民

の
絶
好
の
散
歩
コ
!
ス
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
も
、
毎
朝
、
家

内
と
共
に
一
時
間
ほ
ど
歩
い
て
い
る
。
散
歩
中
に
は
、
十
数
組

の
常
連
に
出
会
い
、
お
互
い
に
朝
の
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
建
物
は
二
十
三
棟
も
あ
る
。

だ
が
、
関
西
大
学
の
年
開
休
学
日
数
が
、

一
七
O
日
以
上
も

あ
る
こ
の
通
り
で
の
商
売
は
、
な
か
な
か
大
変
の
よ
う
で
、
近

所
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
専
門
庖
の
お
や
じ
さ
ん
の
話
で
は
、
学
校

が
休
暇
に
入
る
と
、
売
上
が
三
分
の

一
に
減
る
と
の
事
で
あ
る
。

こ
の
数
字
は
、
図
ら
ず
も
、
関
大
前
駅
の
乗
降
人
員
の
動
向

と

一
致
し
て
い
る
。

尚
、
関
大
前
の
、
こ
の
通
り
を
除
く
地
域
は
、
今
で
は
、
ほ

ぽ
、
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
に
山
を
削
り
、
池
を
埋
め
、
薮
を
切
り
開
い
十

て
造
成
さ
れ
た
宅
地
に
は
、
袋
小
路
に
な
っ
て
い
る
所
が
何
箇

8

所
か
あ
る
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。

ー
日
曜
日
の
風
物
詩
l

関
大
前
の
日
曜
日
と
云
守
っ
と
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
の
で

は
、
と
、
思
わ
れ
る
が
、
関
西
大
学
は
貸
会
場
業
に
も
勤
し
ん

で
お
り
、
結
構
、
賑
わ
っ
て
い
る
。

一
年
に
約
五
十
四
日
あ
る

日
曜
日
の
内
、
少
な
く
と
も
三
十
数
日
は
、
国
家
公
務
員
採
用

試
験
・
司
法
試
験
・
公
認
会
計
士
試
験
・
予
備
校
の
模
擬
試
験
・

各
種
検
定
試
験
・
そ
の
他
の
資
格
試
験
等
々
と
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
六
月
二
十
五
日
に
は
、
次
の
様

そ
の
半
数
は
犬
連
れ
で
あ
る
。
我
が
家
で
は
犬
を
飼
っ
て
い
な

い
の
で
、
気
に
入
っ
た
犬
が
い
る
と
、
名
前
を
聞
き
、
可
愛
が

っ
て
い
る
が
、
飼
い
主
さ
ん
の
名
前
は
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
従
っ
て
、
飼
い
主
が
ど
こ
の
誰
な
の
か
、
未
だ
に
判
ら

な
い
。
で
も
、
そ
の
様
な
仲
の
人
達
で
は
あ
る
が
、
誰
か
一
人

で
も
、
し
ば
ら
く
顔
を
見
せ
な
い
と
、
ど
う
し
た
の
か
と
思
う
。

こ
れ
が
人
情
と
い
う
も
の
な
の
か
・

.

.
 

ー
買
い
物
道
・
回
り
道
|

関
大
前
に
は
、
先
の
様
な
庖
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
ス
ー
ト

パ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
な
い
。
そ
れ
で
、
買
い
物
は
、
母
校
の
近
8

く
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
歩
い
て
行
く
こ
と
が
多
い
。
一

関
大
前
駅
と
千
里
山
駅
と
の
駅
間
距
離
は
、
約
八

0
0メ
ー

ト
ル
で
、
電
車
に
乗
る
と
僅
か
九

O
秒
、
歩
い
て
も
一

O
分
程

の
道
の
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
純
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
往
復
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
、
楽
し
く
歩
く

た
め
に
、
往
路
は
関
西
大
学
の
地
獄
坂
を
越
え
、
母
校
の
正
門

前
を
通
り
、
後
輩
遠
の
元
気
な
声
を
聞
い
て
パ
ワ
ー
を
貰
い
、

復
路
は
上
の
川
沿
い
の
道
や
、
下
の
噴
水
か
ら
千
里
山
西
一
丁

目
・
吹
田

一
中
・
関
大
前
駅
を
経
る
道
筋
と
か
、
又
、
反
対
に
、

千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
前
か
ら
伊
射
奈
岐
神
社
・
佐
井
寺
を
経



て
関
大
構
内
を
通
り
抜
け
る
な
ど
し
て
、
わ
ざ
と
回
り
道
を
し

て
い
る
。
こ
の
お
陰
で
、
朝
の
散
歩
と
合
わ
せ
る
と
、
年
間
、
約
四
二

O
万
歩
、
距
離
に
し
て
、

二
、
九
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の

距
離
は
旭
川
か
ら
鹿
児
島
に
至
る
距
離
を
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。

ー

l
空
の
略
叩
|

伊
丹
空
港
を
離
陸
し
た
北
海
道
・
東
北
・
東
京
方
面
へ
向
か

う
航
空
機
は
、
左
に
急
旋
回
を
し
な
が
ら
上
昇
し
、
三
分
足
ら

ず
で
関
大
前
上
空
に
達
す
る
。
私
は
年
に
四
i
五
回
、
こ
の
上

を
飛
ん
で
い
る
が
、
関
大
前
付
近
は
、
飛
行
コ

l
ス
の
真
下
に

当
た
る
た
め
、
機
窓
よ
り
、
こ
の
一
帯
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
時
に
は
関
西
大
学
構
内
の
南
外
側
を
飛
ぶ
事
が
あ

る
。
そ
の
様
な
時
に
は
、
進
行
方
向
左
側
の
機
窓
か
ら
、
僅
か

十
秒
足
ら
ず
で
は
あ
る
が
、
関
大
前

一
帯
と
母
校
の
千
里
第
二

小
学
校
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
き
る
。
こ
の
様
に
関
大
前
上
空

に
は
、

一日、

八
十
余
便
の
航
空
機
が
東
へ
向
か
う
空
の
路
が

あ
る
と
共
に
、
文
、
大
学
構
内
の
地
下
に
は
、
一
日
、
二
十
五

万
台
の
車
両
が
通
行
す
る
名
神
高
速
道
路
の
千
里
山
ト
ン
ネ
ル

が
通
っ
て
い
る
。

尚
、
我
が
家
の
屋
上
か
ら
西
の
空
を
見
る
と
、
南
の
方
角
か

前
の
銭
湯
〔
大
学
温
泉
〕
へ

と
疾
走
し
た
の
だ
が
、

そ
の
同
じ
道
を
逆
方
向
に
、
校
旗
を
先
頭
に
し
て
、

l
チ
を
奏
で
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
が
進
ん
で
い
る
。

今
で
は
、

軽
快
な
マ

ー
関
大
前
か
ら
高
槻
市
へ

l

関
西
大
学
で
は
、
千
里
山
・

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
に
続
き
、

.平

成
六
年
〈
一
九
九
四
)
四
月
、

高
槻
市
の
山
の
手
地
区
に
あ
る
霊

仙
寺
町
に
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
し
、
こ
こ
に
総
合
情
報
学

部
を
設
置
し
た
。
同
大
学
で
は
、
更
に
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
第
四
番
目
の
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
、

J
R
高
槻
駅
北
側
に
三
十
階
建
て
の
ピ
ル
を

建
設
し
、
こ
こ
に
、
幼
稚
園
か
ら
小
・
中
・
高
校
と
、
新
設
学

部
・
大
学
院
を
平
成
二
十
一
年
(
二

O
O九
)
四
月
に
開
校
す
る

と
言
う
、
ご

三
0
メ
ー
ト
ル
ま
る
ご
と
関
大
タ
ワ

i
ピ
ル
」

構
想
を
平
成
十
七
年
(
二
O
O五
)
二
月
に
発
表
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
こ
の
構
想
は

一
部
が
手
直
さ
れ
、
幼
稚
園
と
小
学
校

を
別
塔
に
し
、
中
学
か
ら
大
学
院
ま
で
を
二
十
三
階
建
て
の
ピ

ル
に
収
容
し
、

二
O
一
O
年
の
開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

文
、
日
本
を
代
表
す
る
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
高

橋
大
輔
選
手
・
織
田
信
成
選
手
が
在
学
し
て
い
る
同
校
で
は
、

全
国
の
大
学
で
は
初
め
て
と
言
わ
れ
る
、
国
際
競
技
規
格
の
ア

ら
伊
丹
空
港
へ
着
陸
態
勢
に
入
っ
た
航
空
機
が
、
円
山
町
の
町

並
の
彼
方
に
消
え
て
ゆ
く
の
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
機
窓
か

ら
は
、
円
山
町
の
陰
に
あ
た
る
我
が
家
は
望
む
事
は
出
来
な
い
。

で
も
、
元
千
里
山
遊
園
地
の
飛
行
塔
跡
付
近
に
建
て
ら
れ
て

い
る
関
西
大
学
の
第
三
学
舎
は
、
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と

が
出
来
る
。

ー
大
学
祭
か
ら
千
里
祭
へ
|

関
西
大
学
の
秋
の
祭
り
を
、
以
前
は
「
大
学
祭
」
と
呼
ん
で

い
た
が
、
今
で
は
「
千
里
祭
」
と
言
う
名
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ト

こ
の
祭
り
の
歴
史
は
古
く
、
第
一
回
大
学
祭
は
、
大
正
十
五

8

年
(
一
九
二
六
〉
十
月
に
挙
行
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
大
戦
中
は
、
一

一
時
、
中
断
さ
れ
た
も
の
の
、
戦
後
は
、
昭
和
二
十
一
年
(
一
九

四
六
)
六
月
に
復
活
、
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
大
学
祭

の
フ
ィ
ナ
ー
レ

l
を
飾
っ
た
の
は
「
土
人
踊
り
」
だ
っ
た
。
し

か
し
、
現
在
の
千
里
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

l
は
、
応
援
団
リ
ー
ダ

ー
部
、
吹
奏
楽
部
、
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
三
部
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
代
は
じ
め
、
土
人
踊
り
が
終
わ
る
と
、
土
人
に

扮
し
た
学
生
が
身
体
に
塗
っ
た
墨
を
落
と
す
た
め
に
、
大
学
の

グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
当
時
、
大
皐
前
で
は
、
初
め
て
閑
居
し
た
駅

イ
ス
・
ス
ケ
ー
ト
・
リ
ン
ク
を
現
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
、
平

成
十
八
年
(
二

O
O六
)
七
月
に
竣
工
さ
せ
る
な
ど
、
手
狭
に
な

っ
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
高
槻
市
へ
と
そ
の
シ
フ
ト
を
移

し
て
い
る
。

手
狭
と
言
う
と
、
当
会
の
伊
藤
千
恵
(
四
十
三
回
生
"
千
三
小

二
回
生
)
さ
ん
が
コ

l
チ
を
務
め
て
お
ら
れ
る
関
西
大
学
馬
術

部
の
馬
場
が
、
新
校
舎
増
築
の
た
め
に
、
平
成
十
六
年
(
二

O
O

四
)
十
二
月
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
し
て
し
ま
い
、
毎
朝
の
散
歩
の
折
に
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

馬
達
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
-

学
校
が
発
展
す
る
の
は
、

O
B
と
し
て
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
引

る
が
、
そ
の
反
面
、
地
元
民
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

関
西
大
-

学
"
千
里
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
何
年
か
先
に
は
、
関
西
大
学
"
高

槻
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
、
少
し
引
っ
か
か
り
を
感
じ
る
。

ー
八
十
二
回
生
・
(
八
十
五
回
生
・
八
十
八
回
生

γ

我
が
家
の
隣
に
は
、
妹
の
平
工
(
浅
野
)
泰
子
(
二
十
六
回
生
)

の
長
女
夫
婦
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の
夫
婦
に
は
、
三
人
の
子
供

が
あ
り
、
長
男
は
千
里
第
二
小
学
校
の
二
年
月
組
(
平
成
十
八
年

十
二
月
現
在
)
に
在
学
し
て
い
る
。
彼
が
小
学
校
を
卒
業
す
る

時
に
は
八
十
二
回
生
と
な
り
、
二
人
目
の
長
女
と
三
人
目
の
次



平
成
十
八
年
十
二
月
、
伊
丹
発
羽
田
行
き
の
航
空
機
に
搭
乗

し
た
と
こ
ろ
、
同
機
は
、
た
ま
た
ま
、
関
西
大
学
構
内
の
南
外

側
を
飛
行
し
た
の
で
、
常
時
携
行
し
て
い
る
デ
ジ
カ
メ
で
、
機

窓
よ
り
数
枚
の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
偶
然
に
も

前
記
の
地
図
と
、
ほ
ぽ
同
じ
ア
ン
グ
ル
の
写
真
が
一
枚
撮
れ
て

い
ま
し
た
。
写
真
は
多
少
ボ
ケ
気
味
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

四
十
三
年
前
の
地
図
と
比
較
戴
け
れ
ば
と
思
い
、
併
せ
て
掲
載

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

尚
、
画
面
の
中
央
が
、
母
校
の
千
里
第
二
小
学
校
で
、

下
方
一
帯
は
関
西
大
学
構
内
で
す
。

女
は
八
十
五
回
生
・
八
十
八
回
生
の
予
備
軍
で
あ
る
。

毎
朝
、
七
時
四
十
五
分
頃
に
な
る
と
、
長
男
は

「
行
っ
て
参

り
ま
す
」
と
元
気
な
声
を
か
け
て
出
か
け
、
近
所
の
友
達
を
誘

っ
て
登
校
し
て
い
る
が
、
関
大
前
に
は
彼
等
を
含
め
て
沢
山
の

後
輩
達
が
い
る
。

「
頑
張
れ
!

後
輩
た
ち
!
」

、 eま:-

フロ

ー
あ
と
が
き
|

「
む
か
し
大
皐
前
・
い
ま
関
大
前
」
を
二
回
に
わ
た
っ
て
紹

介
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
地
図
は
、
駅
名

が
大
畢
前
か
ら
関
大
前
に
変
わ
る
直
前
の
、
昭
和
三
十
九
年
二

月
に
調
製
さ
れ
た
吹
田
市
全
図
の

一
部
で
す
。
こ
の
地
図
で
は
、

駅
名
が
「
ひ
ら
か
な
」
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
図

が
調
整
さ
れ
た
二
ヵ
月
後
の
四
月
十
日
に
は
、
大
畢
前
駅
と
花

壇
町
駅
が
統
合
さ
れ

「関
大
前
」
駅
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
こ
の
地
図
に
よ
り
ま
す
と
、
元
千
里
山
遊
園
地
は
、
ほ
ぽ
、

原
型
を
保
っ
て
い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
当
時
の
、
こ
の
地
域
に
は
、
ま
だ
ま
だ
、
多
く
の
田
畑
・

森
・
林
・
空
き
地
が
あ
っ
た
様
で
す
。

昭和 39年2月に調整された吹田市全図の一部

そ
の

以
上

-8 8 --8 9 -
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